






皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から報告や
説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。12 月定例会

問①　市長就任後10年を経過

した総括を伺う。

答　　この10年間は、新湊大

橋の開通や全国豊かな海づくり

大会など、本市の歴史に刻まれ

る多くの出来事を経験した期間

であった。市政運営において

は、市民協働や災害に強い都市

基盤の整備、さらには子育て支

援や移住定住対策も推進してき

たが、更なる行財政改革の推進

や、人口増に向けた施策の展開

が必要であり、今後も本市が抱

える課題の解決に向け取り組ん

でいく。

問②　新年度予算編成における

重点事業と特色について伺う。

答　　新年度は斎場整備の最終

年度であり、令和3年4月の供

用開始に向けて取り組むほか、

旧新湊庁舎跡地における複合交

流施設の整備や、高齢者と観光

客が融合するまち「射水」創造

事業などを推進していく。厳し

い財政状況の中でも、市民サー

ビスの質の向上に積極果敢に取

り組む。

問④　今後の公共交通のあり方

について伺う。

答　　新たに策定する「射水市

地域公共交通網形成計画」に基

づき、コミュニティバスやデマ

ンドタクシーの運行の最適化

や、日常的に公共交通を利用し

た外出の意識づけを目指す「モ

ビリティ・マネジメント」の推

進に重点的に取り組む。

問⑤　商工団体移転に係る支援

策と今後商工団体に期待するこ

とを伺う。

答　　商工団体が新たな施設に

移転することに関して、区分所

有を予定している射水商工会議

所には施設取得費に対する補助

を行うとともに、賃貸借を予定

している射水市商工会には賃料

の一部減額措置を行うことを検

討している。商工団体には、今

後とも様々な地域振興事業に

リーダーシップを発揮され、地

域社会の発展に寄与されること

を期待している。

問③　外国人児童生徒に対する

適切な教育や受け入れ体制の整

備がますます重要になってくる

と思われるが、所見を伺う。

答　　外国人児童生徒が、確か

な日本語を身につけ、たくまし

く生きていけるように支援して

いくことは、本市あるいは日本

の将来にとっても意味のあるこ

とと考える。日本語指導教員の

加配や外国人相談員の配置拡充

など、外国人児童生徒が「射水

に来てよかった。好きになっ

た」と言える環境づくりに努め

ていきたい。

その他の質問

●総合計画後期実施計画について

●今後の財政見通しについて

●第 2次射水市健康増進プランについて

●庄川における洪水対策について

●台風 19号による被災地への人的支援について

●長野市で発生した災害廃棄物の市への受け入れについて

その他の質問

●総合計画後期実施計画について

●今後の財政見通しについて

●第 2次射水市健康増進プランについて

●庄川における洪水対策について

●台風 19号による被災地への人的支援について

●長野市で発生した災害廃棄物の市への受け入れについて

その他の質問

●総合計画後期実施計画について

●今後の財政見通しについて

●第 2次射水市健康増進プランについて

●庄川における洪水対策について

●台風 19号による被災地への人的支援について

●長野市で発生した災害廃棄物の市への受け入れについて

その他の質問

●総合計画後期実施計画について

●今後の財政見通しについて

●第 2次射水市健康増進プランについて

●庄川における洪水対策について

●台風 19号による被災地への人的支援について

●長野市で発生した災害廃棄物の市への受け入れについて

代
表
質
問

自民議員会

奈田  安弘 議員

外国人児童生徒に対する教育について3

今後の公共交通のあり方について4

新年度予算編成における重点事業と特色に
ついて

2

商工団体の移転に係る支援策と今後期待
すること5

市長就任後10年を経過した総括について1
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問①　法に基づく定期接種のワ

クチンである子宮頸がんワクチ

ンには９割以上の予防効果があ

るにもかかわらず、接種率は

0.3%でほとんどその効果が発揮

されておらず、毎年1万人が罹患

し、2,700人が死亡している。本

市の現在における取扱いと接種

状況について伺う。また、より

丁寧な情報提供に努め、市独自

の取組として積極的に接種を勧

奨すべきではないか。

答　　平成25年６月の国の通

知に従い、現在本市において子

宮頸がんワクチンの個別案内は

行っていないが、ホームペー

ジ、子育て応援ガイドブックな

どで周知している。なお、ワク

チン接種を希望する場合、保健

センターにおいて保護者に対

し、本ワクチンの有効性とリス

ク及び保護者が同伴し同意した

上で接種を受けることを説明

し、接種券を発行している。ま

た、本市の接種状況は、平成

29年度延べ8人、30年度12

人、本年度10月末現在14人で

ある。今後は、接種対象の初期

年齢となる小学6年生を対象に

他の予防接種の案内と合わせて

周知することや、市報への掲載

など、より効果的な周知方法を

検討する。

問②　キャッシュレス決済普及

のための消費者還元事業の恩恵

を受けている消費者は若い世代

が中心で、ＩＣＴ弱者や高齢者

などがその恩恵を受けられず置

教育の教科化やプログラミング

教育などにも取り組まなければ

ならない。さらには、教職員の

働き方改革も進めていかなけれ

ばならないという教育現場の状

況を考えると、これらすべてを

子どもに求め、教職員が実行し

ていくことは可能なのか憂慮し

ている。今後の展望と教育長の

見解を伺う。

答　　読解力の育成やＩＣＴ環

境の整備、英語教育の充実、校

務のスリム化・効率化など、各

学校におけるこれまでの取組を

生かしながら、子どもたちに確

かな学力の定着とそのための地

道な授業改善の推進、教員の多

忙化解消への環境整備に引き続

き努めていきたい。

その他の質問

●夏野市政 10 年を終えて
　これからについて

●新年度予算編成について

●決算特別委員会中の審査
　のあり方と財務書類、固
　定資産台帳の活用

●２つのまちづくり協議会
　（小杉まちづくり協議会
　と新湊地区まちづくり協
　議会）について

●Society5.0 の取組

●空き家再生について

●プレミアム付商品券の取
　扱い状況

●市民病院の今後のあり方

その他の質問

●夏野市政 10 年を終えて
　これからについて

●新年度予算編成について

●決算特別委員会中の審査
　のあり方と財務書類、固
　定資産台帳の活用

●２つのまちづくり協議会
　（小杉まちづくり協議会
　と新湊地区まちづくり協
　議会）について

●Society5.0 の取組

●空き家再生について

●プレミアム付商品券の取
　扱い状況

●市民病院の今後のあり方

その他の質問

●夏野市政 10 年を終えて
　これからについて

●新年度予算編成について

●決算特別委員会中の審査
　のあり方と財務書類、固
　定資産台帳の活用

●２つのまちづくり協議会
　（小杉まちづくり協議会
　と新湊地区まちづくり協
　議会）について

●Society5.0 の取組

●空き家再生について

●プレミアム付商品券の取
　扱い状況

●市民病院の今後のあり方

その他の質問

●夏野市政 10 年を終えて
　これからについて

●新年度予算編成について

●決算特別委員会中の審査
　のあり方と財務書類、固
　定資産台帳の活用

●２つのまちづくり協議会
　（小杉まちづくり協議会
　と新湊地区まちづくり協
　議会）について

●Society5.0 の取組

●空き家再生について

●プレミアム付商品券の取
　扱い状況

●市民病院の今後のあり方

き去りになり、ポイント還元難

民と化している。さらにマイナ

ンバーカードを活用してのポイ

ント還元事業もスタートする。

国の施策ではあるが、市として

何か対策が必要ではないか。

答　　キャッシュレス決済を利

用したいが使い方がわからない

方のために、国と連携して

「キャッシュレス使い方講座」

を３月に開催するとともに、引

き続きキャッシュレス・ポイン

ト事業に関する広報・周知活動

に努めていく。また、マイナン

バーカードを利用したポイント

還元を受けるにはマイキーＩＤ

の設定が必要であり、12月補

正予算において、マイキーＩＤ

の設定を支援する窓口の経費を

計上している。支援窓口は3月

末まで本庁舎１階エントランス

ホールに設置する予定であり、

詳細については市報及びホーム

ページで周知していく。

問③　国際的な学習到達度調査

（ＰＩＳＡ）において日本の読

解力の順位が下落した結果を受

け、４月以降小中学校で順次全

面実施される新学習指導要領で

は教科横断的な言語活動の充実

を図ることとしているが、新学

習指導要領ではそのほか外国語

代
表
質
問

自民党新政会

中村  文隆 議員

子宮頸がんワクチン接種の積極的
な勧奨を

1

ポイント還元難民に対する市の対応
について

2

国際的な学習到達度調査（ＰＩＳＡ）
の結果を受けて

3
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問①ⅰ　新庁舎開庁に合わせて

ワンストップサービスを開始し

たが、サービス開始後の３年間

をどのように評価しているのか。

答　　市民の負担軽減や窓口

サービスの簡素化、効率化を図

ることができ、一定の成果が

あったと認識している。

問①ⅱ より良い窓口サービ

スを目指した今後の考え方を

伺う。

答 　来庁者の立場に立ち、

適宜適切に対処していくとと

もに、組織横断的に対応して

いきたい。

議、展開されると思われる。

なお、地域での生活支援だけ

では在宅生活が困難な場合に

は、高齢者の状態に合わせ、早

期に介護保険サービスなどの

公的サービスと組み合わせるこ

とで、住み慣れた地域で安心し

て生活できるよう努める。問②　地域支え合いネット

ワーク事業の現状及び今後ど

のような住民型サービスを想

定しているのか伺う。

答　きららか射水100歳体操や

茶和会など集いの場の設置、

ひとり暮らしの方との昼食

会、子どもたちを交えての世

代間交流、歌声喫茶、電球交

換などの困りごとのお手伝い

などを住民主体で展開してい

る。今後は、各地域での買い

物や移動、子育て支援など、

地域課題に沿った取組が協

その他の質問
●旧新湊庁舎跡地における複合交

　流施設完成までの取組と目標達

　成への思い

●小杉駅周辺の再整備について

その他の質問
●旧新湊庁舎跡地における複合交

　流施設完成までの取組と目標達

　成への思い

●小杉駅周辺の再整備について

その他の質問
●旧新湊庁舎跡地における複合交

　流施設完成までの取組と目標達

　成への思い

●小杉駅周辺の再整備について

その他の質問
●旧新湊庁舎跡地における複合交

　流施設完成までの取組と目標達

　成への思い

●小杉駅周辺の再整備について

問①ⅰ 富山新港東埋立地に整
備予定のフットボールセンターの
工事費用が他市の参考事例と比
較し変更となった要因を伺う。

答　　昨今の労務費及び資材単
価の増額、消費税率の引き上げ、整
備予定地の土地の状況など設計
内容の違いによるものと考える。

問①ⅱ フットボールセンター
整備の財源をどのように確保す
るのか。また企業へ協賛金など
の働きかけを行うのか。

答　　市の負担が少なくなるよ
う有利な財源の活用を検討して
いる。また、ネーミングライツを
はじめとした有料広告の募集を
行うなど、財源の確保に努める。

問④　新湊保育園と新湊西部保
育園が統合して４月に開園する
新湊うみいろこども園の保育士
確保の状況を伺う。

答　　おおむね保育士は確保で
きているが、保育園統合による
子どもたちへの影響を最小限に
とどめるため、10月から引継保
育を実施しており、統合前の保
育園で勤務する臨時保育士、
パート保育士の継続雇用も視野
に、今後、こども園の引受法人と
調整していく。

問②　平成 17 年度に作成した
高潮マップを今後どのように周
知していくのか。

答　　作成してから年数が経っ
ていることから、土のうの配置
場所や対策施設の情報を更新し
たものを高潮に影響がある地域
に配布し、周知を図っていく。

問③　避難所における災害に強
いＬＰガス設備の設置状況を伺
う。

答　　避難所に指定している市
の公共施設 89 施設のうち、Ｌ
Ｐガスを設置しているのは 58
施設である。また、県エルピーガ
ス協会射水支部と協定を締結
し、災害発生時にＬＰガスなど
の供給を迅速に受けられる体制
を構築している。

その他の質問
●火災発生時の対応について

調整していく。

一
般
質
問

山崎  晋次 議員 ワンストップサービス実施の評
価と窓口サービス向上に向けて

1

一
般
質
問

加治  宏規 議員
空き家問題について1
フットボールセンターの
整備について

1

地域支え合いネットワーク事業の
現状と今後の住民型サービス

2

高潮対策について2 保育士の確保について4

防災対策について3
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その他の質問
●フレイル対策の推進について

●内水ハザードマップの作成に

　ついて

その他の質問
●フレイル対策の推進について

●内水ハザードマップの作成に

　ついて

その他の質問
●フレイル対策の推進について

●内水ハザードマップの作成に

　ついて

その他の質問
●フレイル対策の推進について

●内水ハザードマップの作成に

　ついて

問①　幼児教育・保育無償化

に伴う課題を伺う。

答　　今のところ制度開始に

よる大きな影響はないと考え

ているが、保育士の確保には

従前から苦慮しており、引き

続き保育士確保に向けどのよ

うな対策が効果的なのか調査

研究していきたい。

問②　教員の働き方改革に向

けた取組を伺う。

答　　時間外勤務時間が月80

時間を超える見込みの教員へ

は、管理職の面談を通し、改

善に向けて指導助言を行って

問③　地域内や地域間の経済

取引を可視化し、各地域の産

業の特徴や経済活動の結びつ

きを分析できる地域産業連関

表を作成し、市の政策立案な

どに活用してはどうか。

答　　作成には高度な専門知

識が必要になると認識してい

るが、簡易な作成方法も研究

されていることから、作成効

果や活用などについて情報収

集していきたい。

いるほか、「ノー残業デー」

や家族と過ごすことを推奨す

る「あったか家族の日」を設

けている。部活動において

は、週に２日の休養日を設け

ているほか、部活動指導員な

どの外部人材を積極的に活用

している。なお、変形労働時

間制の導入や、提案のあった

スクールロイヤーの配置、給

食費の公会計化などについて

は、学校現場の声を聞きなが

ら、国や県の動向を注視しつ

つ、研究していきたい。

問①ⅰ　県内では熊や猪によ
る農作物や人への被害が出て
いるが、市の現状を伺う。

答　　市では大きな被害は確
認されていない。

問①ⅱ　ＣＳＦに感染した猪
が市内で確認されたが、その
後どのような対策を行ってい
るのか。

答　　ＣＳＦに感染した猪の
捕獲地点から半径10㎞以内へ
の立入の自粛を求めるととも
に、捕獲した檻の周辺などを
消毒し、感染拡大防止に努め
ている。また、猪の有害捕獲
を通年で行い、個体数の削減
などを図っている。

良事業への国、県の補助率嵩
上げなどにより、市や地元の
負担が軽減される。

問④　南部丘陵地域におけ
る、今ある里山の自然を残し
ながらのスポーツや子どもの
教育の場としての活用の可能
性について伺う。

答　　里山が持つ自然環境は
教育や交流の促進に大変有効
である。今後農業者、地域、
ＮＰＯ法人等が計画する里山
の地域資源の活用について、
国の施策を活用できるよう支
援する。

問②　本市の森林管理の現状
について伺う。

答　　県西部森林組合が策定
する森林経営計画に基づき、
国、県の補助金や県独自の
「水と緑の森づくり税」によ
る事業を活用し、間伐、竹林
整備、境界明確化などの森林
整備を行っている。

問③ 南部丘陵地域が棚田地域
振興法の指定地域になることで
どのような支援があるのか。

答　　児童生徒の体験活動や
景観改善、生物多様性保全と
いった国による様々な補助事
業の活用などが可能となる。
また、農業者が行う生産活動
への交付金の交付や、土地改

その他の質問
●多文化共生に向けて

一
般
質
問

不後  　昇 議員

教員の働き方改革について2

一
般
質
問

高畑  吉成 議員
空き家問題について1 森林管理の現状2有害鳥獣による被害と
ＣＳＦ（豚コレラ）対策

1

スポーツや教育の場として
の里山の活用の可能性

4

幼児教育・保育無償化に
伴う課題について

1

地域産業連関表の作成及び
活用について

3

棚田地域振興法に基づく
制度の活用について

3
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その他の質問
●海老江緑地及び緑地周辺におけ

　る松枯れへの対応

●放課後児童クラブの支援員の処

　遇改善について

その他の質問
●海老江緑地及び緑地周辺におけ

　る松枯れへの対応

●放課後児童クラブの支援員の処

　遇改善について

その他の質問
●海老江緑地及び緑地周辺におけ

　る松枯れへの対応

●放課後児童クラブの支援員の処

　遇改善について

その他の質問
●海老江緑地及び緑地周辺におけ

　る松枯れへの対応

●放課後児童クラブの支援員の処

　遇改善について

問①ⅰ　庄川の増水により和

田川との合流点で逆流による

氾濫や決壊が懸念されるが、

対策を伺う。

答　　平成20年度から国土交

通省に対し、重点要望として

河川整備の早期着手を働きか

けているが、まだ実施されて

いない。今後も引き続き最も

重要な事業の一つとして要望

していきたい。

問①ⅱ 庄川からのバック

ウォーター現象で和田川の水位

が上昇したとき、大門大島雨水幹

線はどのように機能するのか。

答　　大門大島雨水幹線には

吐口となる和田川と流入口と

なる西部七号排水路の２箇所

に水門と水位計を設置してお

り、バックウォーター現象な

どで和田川の水位が流入口の

水位より上昇した際は、水位

計で感知して自動で水門を閉

鎖し、雨水幹線への逆流を防

止する機能がある。

問①ⅲ　公共施設や電柱に、

洪水などが発生した場合の浸

水位を水位線として標示し、

防災意識の啓発を図ってはど

うか。

答　　先進事例を参考とし、

費用対効果も踏まえながら調

査、研究していきたい。

問①ⅰ 水防法改正によりハ
ザードマップの作成基準が変更
になったが、作成中のハザード
マップの進捗状況を伺う。

答　　今年度更新作業を実施
している洪水ハザードマップ
については、床下浸水するエ
リアや１階が浸水するエリア
などを色分けし、避難所の何
階に避難すればよいかなど、
防災行動に関する情報を見や
すくまとめ、今年度中に完成
させたい。

問①ⅱ 市内の要配慮者利用
施設数と避難確保計画の作成
状況を伺う。

問③　市民に市政への関心を
持ってもらうため、女性が市政へ
意見を発言できる「女性議会」
や、幅広い層が参画できる「市民
議会」などを行ってはどうか。

答　　市民の市政への関心を高
め、まちづくりへの参画意欲の
一層の向上を図るため、「みえ
る・わかる・わかり合えるミー
ティング」などの広聴事業をよ
り充実させる。なお、「女性議
会」や「市民議会」の開催につ
いては、他市の事例を踏まえな
がら、市議会の取組と連携を
図っていく。

答　　市内の要配慮者利用施
設は11月末時点で117施設、
そのうち避難確保計画作成済
みの施設は60施設であり、作
成率は51％である。作成期限
である令和3年度末までに全施
設で作成されるよう指導・助
言に努めていく。

問② 海洋プラスチックごみが
国際的にも問題になっているが、
本市の今後の対応について伺う。

答　　これまでもプラスチック
ごみの削減に向けプラスチック
の排出抑制、資源循環、回収に
取り組んでいるが、今後は国の
「プラスチック資源循環戦略」
や他県の事例などを参考に、よ
り積極的に取り組んでいく。

庄川の洪水対策について1
一
般
質
問

根木  武良 議員

一
般
質
問

島　  正己 議員
防災対策について1 海洋プラスチック問題への

対応
2

市政への市民参画の推進に
ついて

3
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傍 聴 者 数

議 会 通 信

３月定例会は、２月28日から始まります。

編 集 後 記　 広報委員長

本会議 …… 24人

委員会 …… 28人

合　計 …… 52人

　11 月臨時会において、射水市議会として初めて議長が２期連続で就任することとなりました。また、

議会組織が改組され、議会広報委員会も新しいメンバーで構成されました。市民の皆様にとって、市議会

がより身近に感じられるように、さらにわかりやすく、親しみやすい紙面づくりに努めてまいります。

　今回、第２回議会報告会の内容を掲載しておりますが、議員一人一人が現場に赴き、市民の声をお聞き

することが重要であることを再認識しております。

　今後とも、市の諸課題に真摯に取り組んでまいりますので、皆様のご意見をお寄せいただきますよう、

よろしくお願いいたします。

伊勢　　司

本会議 …… ４人

広報委員が新しくなりました

伊
勢
　
　
司

中
村
　
文
隆

瀧
田
　
孝
吉
、
石
黒
　
善
隆
、

吉
野
　
省
三
、
津
田
　
信
人
、

竹
内
美
津
子
、
奈
田
　
安
弘
、

高
橋
　
久
和

新
し
い
委
員
会
構
成

[

委
員
長]

[

副
委
員
長]

[

委
　
員]

● 議会運営委員会 委員長  伊勢　　司　 副委員長  山崎　晋次

 (6人) 委　員 島　　正己、津田　信人、竹内美津子、高橋　久和

● 総務文教常任委員会 委員長  中村　文隆　 副委員長  高畑　吉成

 (7人) 委　員  島　　正己、不後　　昇、吉野　省三、伊勢　　司、 

 　 　　高橋　久和

● 民生病院常任委員会 委員長  石黒　善隆　 副委員長  小島　啓子

 (6人) 委　員  根木　武良、瀧田　孝吉、堀　　義治、奈田　安弘

● 産業建設常任委員会 委員長 津田　信人　 副委員長  加治　宏規

 (6人) 委　員 菊　　民夫、中川　一夫、山崎　晋次、竹内美津子

● 港湾振興特別委員会 委員長  奈田　安弘　 副委員長  山崎　晋次

委　員  議長を除く全員

● 議会改革特別委員会 委員長  高橋　久和　 副委員長  島　　正己

委　員  議長を除く全員

● 予算特別委員会 委員長  竹内美津子　 副委員長  不後　　昇

委　員  議長を除く全員

11月臨時会

12月定例会

　昨年の台風 19 号により被災した姉妹都市の長野県千曲市へ、射水市

議会から災害義援金を届けました。

　被災された皆様には心からお見舞い申し上げますとともに、一刻も

早い被災地の復旧、復興をお祈りいたします。

※写真は 11 月 21 日に千曲市の荻原議長（写真中央）へ島副議長から

　災害義援金を手渡す様子（写真左は千曲市の小玉副議長）　　　　　

千曲市へ災害義援金を届けました
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